
















































民票の記載から 1937 年 9 月 22 日である 7）。自宅ギャラリーを中心とした展示
に関する報道は同年 10 月 26 日に始まり、1941 年 1 月 15 日を最後に途絶えて














ンは再びハーグに戻っていたことがわかる。同年 11 月 11 日付の De Rijnbode
04_堀_18号.indd   66 2021/02/16   14:56
67日本美術商ティコティンと、海を渡った表具師・原順造
紙には、オランダ南部に位置する町、アルフェン・アーン・デン・レイン（Alphen 
aan den Rijn）の新規入植者欄に、「ハーグのNassauplein 6から移ってきた」ティ
コティン夫妻の名前がある 12）。














































　その約 2 年後、1936 年 2 月 9 日の加州毎日新聞では、「青年表具師・原順造は、
日本美術の真価を世界に知らしめるため英国か米国での活躍を夢見ている」と
報ぜられており、同年 2 月 7 日の日米新聞にも、「東京で英語を話せる唯一の










News〕1936 年 2 月 9 日、8 面
【写真 1】 「英語を話せる唯一の表
具師」の紹介記事













　1938 年 1 月発行の『博物館研究』では、「青年表具師の渡欧」と題して順造
のオランダ行きが取り上げられ、「（順造は）該地に渡っている軸物の整理補修
のために働くこととなった。邦人ならでは出来ぬ新しい仕事としても注目され
る」と紹介されている 25）。同年 3 月 31 日、白山丸で日本を発った順造は、英
国経由で 5 月末にオランダ入りした 26）。
　1939 年 8 月 23 日、独ソ不可侵条約締結により開戦が不可避となり、在欧邦
人に帰国命令が発せられた。同年 9 月 2 日付で当時の在ベルギー日本領事が
1937 年撮影。United States Holocaust Memorial Museum, courtesy of Ilana 
Drukker〔＝ティコティン夫妻の長女〕
【写真 2】 日本滞在を終えて出港するティコティン夫妻。左端が原順造。
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発した電信では、9 月 1 日にアントワープ港から粟田丸 27）が出航し「表具師
原順造ほか 5 名が避難帰朝」したことが報告されている 28）。




【写真 4】 1937 年夏頃、招聘状を受けた順造からティコティ
ンに送られた返信
Jaron Borensztajn 氏による提供
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　以上のことから、原順造がハーグに滞在したのは、住民登録が行われた日
付の 1938 年 5 月 30 日から、帰朝の際に乗船した粟田丸がアントワープ港を出
航した 1939 年 9 月 1 日までの、ちょうど一年三ヵ月間であった。
3　ティコティンの戦前ハーグ滞在期間における報道記録
　3.1　ティコティンアートギャラリーを中心とした日本美術展
　ハーグの自宅（Nassauplein 6）ギャラリー展示に関する報道は 1937 年 10
月 26 日に始まり、1940 年 10 月 4 日までに 16 回の展示が開催された。評論に
よると、ティコティンが作り上げたギャラリーの雰囲気は、訪れた人々を東
洋美術の世界に惹き込んでいったという 29）。
　報道は、当時のカトリック系日刊紙で最大手の De Maasbode と、当時の
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る。ギャラリーは毎週火曜から金曜の 10 時から 17 時まで、あるいは 13 時か
ら 17 時まで開館された。また、ハーグ滞在期間を通してオランダ各地の日本
美術展にもコレクションを提供していたことがわかる。
　1938 年 10 月から 11 月末にかけて開催された歌川国芳展は、De Maasbode
紙の告知で「オランダ初の大規模な国芳展」と報ぜられた 31）。
　国芳展の後、翌年 4 月 22 日までの約 5 ヵ月間、ギャラリーに関する報道が
途絶えている。この時期のティコティンの姪の回想を見ると、1937 年にはド
イツ国内のユダヤ人子弟が公立校に通えなくなり、一家は徐々に追い詰めら




A 葛飾北斎 / Penseelteekeningen en kleurhoutsneden door Hokoesai 1937. 11/9-30
B 竹内栖鳳による掛物 / kakemono's door den schilder Seiho Takenouchi 1937. 12/14-31
C 相阿弥・森狙仙・狩野芳崖ほか名匠による掛物




 schilderijen en teekeningen van meesters en houtsneden van de Ukiyo-E-
School
1938. 1/25-2/25
E 日本庭園と生け花 /  Japansche Tuinkunst en Bloemschikking 1938. 3/1-5
F 絵暦 / Japansche kalenderbladen (Egoyomi) 1938. 5/18-6/17
G 新入荷：日本画・木版画 / een tentoonstelling gehouden van nieuwe 
aanwinsten Japansche schilderijen en houtsneden 1938. 6/28-7/15
H 日本美術のなかのオランダ人ほか欧州人
 Nederlanders en andere Europeanen in de Japansche kunst 1938. 8/31-9/30
I  歌川国芳 / Japansche prenten door Utagawa Kuniyoshi 1938. 10/25-11/25
J  根付と屏風 /  Netsoekés en Japansche wandschermen 1939. 4/25-6/15
K 現代中国画家 斉白石 / tentoonstelling Ch’i-Pai-Shih 1939. 8/1-9/1
L  河鍋暁斎 / Expositie Kawanabe Kiosai 1939. 9/29-11/3
M 日本の生地・染物・刺繍 / Japansche weefsels, bedrukte en geborduurde 1939. 11/21-12/29
N 和書・和紙 / Japansch papier en Japansche boeken 1940. 3/1 まで
O 日本の陶磁器・茶器 / Japansche ceramiek, waaronder aardewerk voor de 
theeceremonie 1940. 4/11-6/7
P 古典期後期中国と日本の絵画 /  laat-klassieke Chineesche en Japansche 
schilderkunst 1940. 9/6-10/4




ンダへ向かった」33）という。なお、オランダ政府は同年 12 月 15 日にドイツ





























ブル（Wilhelm Leibl, 1844-1900）コレクション：17 世紀の能楽用装束／子供用着物：深川鼠
の地に葦









越し 36）、ギャラリーでの展示は 1939 年 4 月 25 日から再開した。
　戦前ハーグ期におけるティコティンの業績の一つに、1938 年 7 月に大塚巧
藝社から出版された和綴じカラー図版『桃山花見屏風』がある 37）。1939 年 7
月 7 日の Algemeen Handelsblad 紙ではこの図版について言及されている。
　1940年5月のナチスによるオランダ侵攻後、ギャラリーの展示は再び途絶え、
最後の展示は同年 9 月 6 日から 10 月 5 日にかけての「古典期後期中国と日本
の絵画」であった。前述の通り、ティコティン夫妻は 1940 年 11 月中にハーグ
を離れて別の町に移っている。同年には、オランダ北東部に現在に亘って存
続する芸術協会 Pictura にて、ティコティン日本コレクションによる展覧会が
二度開催されている。2 月 18 日から 3 月 3 日の開催では印籠や茶道具が出展
され、11 月 17 日から 12 月 1 日の開催では、大塚巧藝新社の巻物・掛物（複製）
と小物美術品（石、青銅、木工）が出展された 38）。
　終戦前にティコティンの名が確認できる最後の報道は、1940 年 12 月 18 日
にユトレヒトで開催された「中国・日本古美術展ガイドツアー」予告であ
る 39）。記事によれば、18 日午後 2 時半より、コレクションの所有者であるティ
コティン自らが見所を解説するという。この展示は、1940 年 12 月 16 日から
1941 年 1 月 15 日まで Kunstliefde にて開催された。
　3.2　生け花と茶会の実践






めに、ドイツ文学者・鼓常良の著書：Die Kunst Japans, Insel-Verlag, Leipzig 
1929. の最初の三章（庭園、盆栽、生け花）が推奨されている。
　原順造は、現地での日本文化実践も想定していたティコティンの要請に
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　また、同年 11 月 19 日の De Maasbode 紙によると、11 月 20 日から 12 月
Haarlem's Dagblad, 24. 10. 1938, p.3.
【写真5】　現地で生け花に取り組む原順造





























る全 16 回の展示（A ～ P）で出品されたことがわかっているものは前掲の表
De Maasbode: Avondblad, Tweede blad, 02. 11. 1938, p.6.
【写真6】　原順造による生け花と茶会の開催告知
De Maasbode: Avondblad, Tweede blad, 19. 11. 1938, p.6.
【写真7】　ロッテルダム美術館での生け花開催告知






美術（原文：vrije kunsten）である絵画が中心的となった展示は B、C、P の
3 回であり、絵画と他との混合展示は D、E、G、H、L の 5 回である。K を

















A B C D E F G H I J K L M N O P 計
絵画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8
浮世絵 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6
工芸 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6
その他 〇 〇 2
注）浮世絵の前身である絵暦＝F は工芸に分類した。K は中国美術のため考察の対象外。































































































Tikotin - a life devoted to Japanese Art(film): 14:59 より
【写真 8】　仕事場の原順造、ティコティン撮影



























































































　原順造氏の御子息である原幹一様、Felix Tikotin 氏の御令孫である Jaron 
Borensztajn 様、秦秀雄氏の御子息である秦笑一様、河鍋暁斎記念美術館の河








　I express my sincere thanks to Tikotin’s grandson Jaron Borensztajn for 
his generosity in providing scans of the material used in this essay.
　衷心感谢中华人民共和国文化和旅游部・中国国家画院所提供的文献支持。
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オランダ紙報道一覧
新聞社表記：Het Vaderland: staat -en letterkundig nieuwsblad: HV, De Maasbode: 
DM, Haagsche courant: HC, Algemeen Handelsblad: AH, De standaard: DS, De 
Telegraaf: DT, Arnhemsche courant: AC, Leidsche Courant: LC, Nieuwe Leidsche 
Courant: NLC, De residentiebode: DR, Nieuwsblad van het Noorden: NN, Nieuwe 
provinciale Groninger courant: NG, Utrechtsch Nieuwsblad: UN, Utrechts volksblad: 
sociaal-democratisch dagblad: UV, Dagblad voor Amersfoort: DA
開催地表記：Nassauplein 6: Np6, Gemeente-museum: GM, Rotterdamschen Kunstkring: 
RK, Rijksmuseum voor Volkskunst te Leiden: RL, Pictura (Groningen): P, Westerveld: 
W, Kunstliefde (Nobelstraat 12): KL, Muurhuizen te Amersfoort: MA
【広告】：新聞の美術展告知欄中の簡潔な広告　【独立広告】：独立した見出しのある広告
掲載内容／展示名称 開催日時 所 新聞社 新聞発行年月日
【広告】Tikotin 東洋美術常設展
（中国・日本）
火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1937.10/26, 27, 29, 11/2, 4, 5
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掲載内容／展示名称 開催日時 所 新聞社 新聞発行年月日
【独立予告】葛飾北斎 1937.11/9 Np6 HV 1937.11/8
【独立予告】葛飾北斎  Np6 DM 1937.11/9
【広告】葛飾北斎 1937.11/30 迄 Np6 DM 1937.11/9-13, 16, 17, 19-21, 
23, 25-28, 30
【広告】葛飾北斎 火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1937. 11/9, 10
【広告】Tikotin 東洋美術常設展
（中国・日本）
火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1937.11/13, 18, 20, 28, 30, 
12/1-4, 7, 9-11
【評論】葛飾北斎  Np6 HV 1937.11/25
【広告】竹内栖鳳による掛物 12/14-31 迄 Np6 DM 1937.12/12, 14-19, 21-25, 28, 
29, 31
【広告】竹内栖鳳 火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1937.12/12, 16, 18, 19, 23, 24, 
31, 1938.1/1, 8, 9
【独立広告】相阿弥・森狙仙・狩
野芳崖ほか名匠の掛物










1938.1/21 迄 Np6 AH 1938.1/12
浮世絵学派の巨匠による木版画
および絵画
1938.1/25-2/25 GM AH 1938.1/12, 23
【広告】相阿弥・森狙仙・狩野芳
崖ほか名匠による掛物 
火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1938.1/12-15, 18, 21
【 評 論 】Tikotin ア ー ト ギ ャ ラ
リー：西洋美術との比較－日本
美術と中国美術
  HV 1938.1/17
【紹介記事】於ハーグ市博物館・
日本浮世絵版画
1938.3/6 迄 GM DM 1938.1/22
【評論】日本浮世絵版画  GM HC 1938.1/22
【評論】日本浮世絵版画  GM HV 1938.1/22
【主に紹介】展覧会オープニング：
日本浮世絵版画
 GM HV 1938.1/23





1938.2/25 迄 Np6 DM 1938.1/25-30, 2/1, 2, 4, 6, 8, 9, 
11, 15-20, 22, 23, 25
【美術展広告】名匠による絵画と
浮世絵版画
火 - 金 10-17 時 
2/25 迄
Np6 HV 1938.1/25, 29, 30, 2/2, 4-6, 8, 
11, 13, 15-20, 22, 25
【評論】日本浮世絵版画  GM DT 1938.1/29
【美術展広告】名匠による絵画と
浮世絵版画
火 - 金 10-17 時 
2/25 迄
Np6 HC 1938.2/9, 15, 19
【評論】鈴木春信・鳥居清長  GM HV 1938.2/22
【広告】Tikotin 東洋美術常設展
（中国・日本）
火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1938.2/26, 27, 3/1
【広告】日本庭園と生け花 1938.3/1-3/5 Np6 AH 1938.2/28
【広告】日本庭園と生け花 1938.3/1-3/5 Np6 HV 1938.2/28, 3/4
【広告】日本庭園と生け花 1938.3/1-3/5 Np6 DM 1938.3/1-5
【広告】日本庭園と生け花 1938.3/5 迄 Np6 HC 1938.3/2
【評論】日本庭園と生け花  Np6 HV 1938.3/2
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掲載内容／展示名称 開催日時 所 新聞社 新聞発行年月日
【広告】Tikotin 東洋美術常設展
（中国・日本）
火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1938.3/6, 9, 10, 16, 18-20, 22-
24, 29, 31, 4/2, 6, 9, 10, 12, 




 GM HV 1938.3/7
【紹介】日本浮世絵版画 1938.4/2-5/7 GM AC 1938.3/25
【広告】絵ごよみ 5/18-6/17 Np6 AH 1938.5/16
【広告】絵ごよみ 5/18-6/17 Np6 HC 1938.5/17, 30, 6/3, 10
【紹介】絵ごよみ 5/18-6/17 Np6 HC 1938.5/17
【広告】絵ごよみ 火 - 金 10-17 時 
6/17 迄
Np6 HV 1938.5/17, 21, 22, 25, 26, 28, 
29, 6/1, 3-5, 8, 11, 12
【広告】絵ごよみ 5/18-6/17 Np6 DM 1938.5/18, 19, 21, 22, 24-26, 
28, 29, 31, 6/1-5, 8-12, 14, 15
【評論】絵ごよみⅠ  Np6 HV 1938.6/9
【評論】絵ごよみⅡ  Np6 HV 1938.6/10
【独立予告】新入荷：日本画・木
版画 
6/28-7/15 Np6 HV 1938.6/25
【広告】新入荷：日本画・木版画 火 - 金 13-17 時 
7/15 迄




火 - 金 10-17 時 Np6 HV 1938.7/22-24, 27, 29, 31, 8/2, 
4, 5, 7, 11-13, 16, 18, 21, 23, 
25, 26, 28, 30
【広告】日本美術のなかのオラン
ダ人ほか欧州人




9/30 迄 Np6 DM 1938.9/1
【広告】日本美術のなかのオラン
ダ人ほか欧州人
9/30 迄 Np6 HV 1938.9/1, 2, 6-10, 13-18
【評論】日本美術のなかのオラン
ダ人ほか欧州人
 Np6 HV 1938.9/23
【広告】日本美術のなかのオラン
ダ人ほか欧州人
10/5 迄 Np6 HV 1938.10/1, 2, 4
【紹介】歌川国芳 11/25 迄 Np6 HC 1938.10/25
【独立広告】歌川国芳 11/25 迄 Np6 HV 1938.10/25
【広告】歌川国芳 11/25 迄 Np6 HV 1938.10/25, 26, 29, 30, 11/2, 
4-6, 8-12, 16, 18-21
【広告】歌川国芳 11/25 迄 Np6 DM 1938.10/27-30, 11/1-6, 8-13, 
15-20, 22-24
【独立広告】 歌川国芳 11/25 迄 Np6 DM 1938.10/27
【広告】歌川国芳 11/25 迄 Np6 HC 1938.11/9
【独立予告】 Tikotin コレクショ
ン・掛物（複製）と陶器
11/20-12/11 RK HV 1938.11/18
【独立予告】 Tikotin コレクショ
ン・掛物（複製）と陶器
11/20-12/11 RK DM 1938.11/19
【評論】歌川国芳  Np6 HV 1938.11/21
【広告】Tikotin コレクション展 12/10 迄 RK DM 1938.11/30, 12/1-4, 7-9
【独立予告】根付と屏風 1939.4/25-5/31 Np6 HV 1939.4/22
【独立予告】根付と屏風 1939.5/31 迄 Np6 HC 1939.4/25
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掲載内容／展示名称 開催日時 所 新聞社 新聞発行年月日
【広告】根付と屏風 1939.4/25-5/31 Np6 AH 1939.4/25
【広告】根付と屏風 火 - 金 13-17 時 
5/31 迄
Np6 HV 1939.4/25-27, 29, 30, 5/2, 4-7, 
12, 14, 17, 20, 23, 26-28
【広告】根付と屏風  5/31 迄 Np6 DM 1939.4/26-30, 5/2-7, 9-14, 16-
18, 20, 23-28, 31
【評論】根付と屏風  Np6 HC 1939.5/20
【広告】根付と屏風 火 - 金 13-17 時 
5/31 迄
Np6 HC 1939.5/22, 23
【評論】根付と屏風  Np6 HV 1939.5/26
【評論】根付について   AH 1939.7/7
【独立記事】版画（北渓、岳亭、
豊国、国貞）





【独立広告】斉白石 1939.8/1-9/1 Np6 HC 1939.7/25
【広告】斉白石 1939.8/1-9/1 Np6 AH 1939.7/25
【広告】斉白石 8/31 迄 Np6 DM 1939.7/27, 29, 30, 8/2-6, 8-13, 
15-20, 22-27, 29-31
【広告】斉白石 火 - 金 13-17 時 
8/1-9/1
Np6 HC 1939.7/29, 8/2, 3, 14, 22, 25
【広告】斉白石 火 - 金 10-17 時 
9/5 迄
Np6 HV 1939.8/1-4, 6, 8, 10, 12, 13, 18, 
19, 20, 22-27, 29, 30, 9/1-3
【評論】斉白石  Np6 HV 1939.8/12




【広告】河鍋暁斎 火 - 金 13-17 時
9/29-11/3
Np6 AH 1939.9/28
【広告】河鍋暁斎 1939.11/3 迄 Np6 DM 1939.9/30, 10/1, 3-7, 10-13, 
15, 17-22, 24-29, 31, 11/1-3
【広告】河鍋暁斎 火 - 金 10-17 時
11/3 迄
Np6 HV 1939.9/30, 10/1, 3, 5, 6, 8, 10-
13, 15, 17, 18, 20, 22, 24, 28
【広告】河鍋暁斎 火 - 金 13-17 時 
11/3 迄
Np6 HC 1939.10/9, 13, 14, 11/1
【評論】 河鍋暁斎  Np6 HV 1939.10/12
【独立予告】生地・染物・刺繍 1939.11/21-12/29 Np6 HV 1939.11/20
【独立予告】生地・染物・刺繍 1939.11/21-12/29 Np6 DM 1939.11/21
【広告】生地・染物・刺繍 1939.12/29 迄 Np6 DM 1939.11/21-26, 28-30, 12/1-3, 
5-10, 12-17, 20-24, 26, 28, 29
【広告】生地・染物・刺繍 火 - 金 10-17 時 
12/29 迄
Np6 HV 1939.11/21-24, 26, 28, 29, 
12/1, 7-10, 14, 16, 17, 24, 26, 
28
【広告】生地・染物・刺繍 火 - 金 10-17 時 
12/29 迄
Np6 DR 1939.11/22, 24, 25, 28-30, 
12/1, 2, 4-9, 12, 16, 20, 23, 27, 
29, 30
【評論】茶器展  GM DM 1939.12/6
【評論】生地・染物・刺繍  Np6 HV 1939.12/14
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掲載内容／展示名称 開催日時 所 新聞社 新聞発行年月日
【広告】和書・和紙 火 - 金 13-17 時 
3/1 迄
Np6 AH 1940.1/18, 20, 23, 24, 26-28, 
2/1, 2, 4, 7-11, 13-17, 20-23, 
25, 28
【広告】和書・和紙 1940.3/1 迄 Np6 DM 1940.1/18-20, 27, 31, 2/1-4, 
10, 13, 14, 17, 18
【広告】和書・和紙 火 - 金 13-17 時 
3/1 迄
Np6 HV 1940.1/18-21, 23-26, 2/2, 8, 
17, 23, 25, 27
【広告】和書・和紙 火 - 金 13-17 時 
3/1 迄
Np6 DR 1940.1/19, 22, 23, 26, 27, 29, 
2/1-3, 6, 7, 9, 14-16, 19, 20, 
23, 24, 26, 27, 3/2, 4, 5
【評論】  和書・和紙 I  Np6 HV 1940.2/9
【評論】  和書・和紙 II  Np6 HV 1940.2/10
【独立広告】Pictura 美術展  P NN 1940.2/16
【予告】サプライズ企画 2/19（月）15:15 W HV 1940.2/16
【広告】日本美術展 2/18-3/3  11-
16:30
P NN 1940.2/17, 19-23, 26-28, 3/1
【広告】Pictura 美術展 2/18-3/3  11-
16:30
P NN 1940.2/17, 22, 27
【広告】Pictura 美術展 2/18-3/3  11-
16:30
P NG 1940.2/17, 24
【評論】Pictura 美術展  P NN 1940.2/21
【広告】日本の陶磁器・茶器 火 - 金 13-17 時 
4/11-6/7
Np6 AH 1940.4/9-12, 14, 16, 17, 19, 
23-28, 30, 5/1, 2, 4, 5, 7-9, 12, 
18, 19, 22, 23, 25, 28, 30, 6/1, 
4, 7, 11, 13
【独立広告】日本の陶磁器・茶器 1940. 4/11-6/7 Np6 HV 1940.4/9
【独立広告】日本の陶磁器・茶器 1940. 4/11-6/7 Np6 HC 1940.4/10
【広告】日本の陶磁器・茶器 火 - 金 13-17 時 
6/7 迄
Np6 HV 1940.4/11, 13, 16, 17, 19, 20, 
23, 26, 28, 30, 5/2, 5, 8, 9, 23-
26, 29, 30, 6/1, 2, 5
【広告】日本の陶磁器・茶器 火 - 金 13-17 時 
6/7 迄
Np6 DR 1940.4/11, 12, 15, 16, 18-20, 
22, 24, 5/1, 4, 6
【広告】日本の陶磁器・茶器 6/7 迄 Np6 DM 1940.4/13, 18, 30, 5/1, 5, 7-10





1940.9/6-10/4 Np6 HV 1940.9/3
【独立広告】古典期後期中国と日
本の絵画
1940.9/6-10/4 Np6 HC 1940.9/5
【広告】古典期後期中国と日本の
絵画
1940.10/5 迄 Np6 AH 1940.9/6-8, 10-12, 18-22, 24, 
26-28, 10/1, 3, 4, 8
【広告】 古典期後期中国と日本の
絵画
火 - 金 10-17 時 
10/4 迄




 Np6 DT 1940.9/13
【広告】古典期後期中国と日本の
絵画
火 - 金 10/4 迄 Np6 DM 1940.9/13, 25, 26, 28
【評論】古典期後期中国と日本の
絵画
 Np6 HV 1940.9/20
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【紹介記事】中国・日本古美術  KL UN 1940.12/16
【ガイドツアー告知】中国・日本
古美術
水曜午後 2 時半 KL UV 1940.12/17
【評論】中国・日本古美術  KL UN 1940.12/28
【広告】中国・日本古美術 10-16 時 KL UN 1940.12/16-18, 20, 21, 24, 28, 
30, 31, 1941.1/2-4, 6-11, 13-15
【予告】中国古美術展 1947.5/10 より MA DA 1947.4/18
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<ABSTRACT>
Japanese art dealer Felix Tikotin and
Japanese mounter Junzo Hara:
Records in pre-war The Hague
HORI Sakiko
This article focuses on the late pre-war Netherlands period of Japanese 
art dealer Felix Tikotin (1893-1986), - about three years from October 1937 
to October 1940, when he was in The Hague. It clarifies his activities and 
achievements at his home art gallery. At the same time, the purpose is to shed 
light on the role and activity of Japanese mounter Junzo Hara (1913-1968), 
whom Tikotin invited to The Hague, and to clarify Junzo’s achievements.
As a result of surveying Dutch newspapers, it was found that the 
Tikotin Art Gallery in The Hague held 16 art exhibitions in total over about 
three years. In addition, from press records it was found that Junzo was 
energetically practicing flower arrangement and the tea ceremony at Japanese 
art exhibitions in various parts of the Netherlands.
These gallery exhibitions conveyed a part of the Japanese view that art 
is rooted in people’s lifestyle as a part of daily life, not as a creation separated 
from everyday life. In addition, through Tikotin's original exhibition “Dutch 
and other Europeans in Japanese Art”, the appearance of Europeans drawn by 
Japanese artists gave a fresh surprise. As a result, it was possible to realize the 
intersection of both gazes, rather than the one-way Orientalising gaze from 
Europe.
Junzo was also involved in activities to disseminate Japanese culture 
in the Netherlands before the war. Especially for Ikebana, a number of 
outstanding works were shown by Junzo, who knew the form and color 
scheme of Japanese art as a mounter. This gave a part of the Japanese view 
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that Japanese people also have a culture of expressing and communicating 
their feelings with flowers, as the Dutch proverb says.
The art gallery seemed to be on track with Tikotin and Junzo. However, 
the influence of “Kristallnacht”, which started to push Jews in Germany into a 
corner, extended to Tikotin in The Hague, and the conclusion of the German-
Soviet Non-Aggression Treaty made the start of the war inevitable, so Junzo 
was forced to return to Japan. Finally, the Nazi administration hunted down 
Jews after their invasion of the Netherlands, and Tikotin’s gallery closed at the 
same time as his evacuation from The Hague. The energy and fulfillment of 
these three years masked their political turbulence.
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